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戦後の混乱と動揺で,幾多の記録資料や,理蔵遺物が,徒 らに散逸破城されてゆきました。こ

のことは今なお一部方面に続けられて,折角の地方史利が,惜 しくも闇から聞へ葬られたり,或

はザさない人たちによる無理解な宝さがし的の取扱いもあつて,そ の FF■l,首尾の関連性を欠ぐ資料

としての,価値を損うことが少くありません。

即ち津山市におきましては,先年来,市立郷土舘を設立,こ れら散逸し易い諸資料の保存管理

と,一部公開展示の方法を講じまして,利用の便に供していますが,その一環として,さ きには

市内佐良山＼中官古墳ヽが完全発堀を行い,佐良山古墳群の研究と題する報告書オー号を発行い

たしました。引き続き津山弥生住居跡の,発掘整理に着手,現在作業継続中でありますが,これ

が地域は相当広範囲にわたつていますので,今回オー期作業を終ると共に,一先づ中間報告とし

て本書を発行,広 く関係方面の御意見を聴いて,更に今後の計画進行上,遺憾なきを期すべく念

願するものであります。

ちなみに,こ の種の事業と,その運営に就きましては,或は珍品本位の蒐集に,或は単なる観

光的魅力を目的とした内容に陥りやすいものあることを,格別に警戒いたし,た とえそれが地味

に過ぎて,公開と運営条件の間に,時には不釣合のものがあるとしましても,あ くまで学術的に

その系列を誤らぬよう留意いたしまして,ひたすら利用度を高めることに重点をおいています。

一方この目的をョリ達成するため,舘外に存在する発掘現場の,遺跡保存に対しましても,こ

れまた教材公園として一般に提供することを唯一の理想とし,その間,決 して思いつきの化粧や

軽卒に現状の変更を施さぬよう厳しく警戒して,お よばずながら努力している次オであります。

しかl昨今,地方自治体の財政事情は,その予算措置の上に,いろいろの面倒も伴いまして ,

前記の目的を充分達成するまでには,一面また容易ならぬものもありますが,今後とも万難を排

して,所期の目的達成に精進いたしたぃと考えています。

特にこの際,一言しておかねばなりませぬことは,中宮古墳発掘以来,岡山大学の諸先生がた

から,終始御親切な指導と援助をいただき,今回もまた同大学講師近藤義郎氏,和気高校教論渋

谷奉彦氏らを中サさに,こ の発掘と研究が進められ ,その他の各方面から多大な協力を得て,本書

発行の運びにいたりましたことを,こ こにあらためて深謝し,謹んで敬意を表するものでありま

す。

昭和 32年 3月 20日

津 山市長 額  田 雄 治
~郎
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美件地方における弥生時代遺跡 ,特にその住居JIL,集落の調査は,1951年 における勝田郡奈義

町御崎野遺跡の発掘以来,多 くの人々によつて各地で進められ ,様々な成果が攻められてきてい

る。真庭郡久世町大旦遺跡における貯蔵庫群の発見,勝田郡奈義町野田遺跡における高床倉庫l■

を含む住居llL群の発掘,勝田郡日本原～勝央町にかけての彩しい集落遺跡の分布現状調査等々が

それであるが,多 くは未報告のまま,現在それぞれに整理研究が進められている。山深い美作の

地に農業生産がどのようにして開始され,如何に展開していつたかという興味ある問題はやがて

次オに明らかにされていくヒ
とであろう。

本調査もそ うした一連の研究作業の一つとして取 り上げられ,そ して行なわれた。今回は西地

区についての調査結果のみをまとめたのであるが,本来集落はその全体の発掘調査によらなけれ

ば正しく把握でき難いことはい うまでもないであろう。勿論住居llL個々についての研究も大事で

あるもしかし実際は,集落の全貌を把んだ上でなくては,個々の住居址の評価を充分に正しく行

うことはできないのである。その意味で,私たちは更に東地区の発掘調査が近い将来に行われる

ことを′さから希望している。そうした上で,本書において述べ得なかつた諸問題について論じた

いと考える。

本書の公刊に当り,各方面から多くの方々の協力と援助とを受けたことを先づ銘記じ,心から

感謝の言葉を申し上げる。特に発掘開始以来今日に至るまで終始私たちを指導し激励して下さつ

た岡山大学名誉教授叔岸博 ,東北大学教授浦良治,江原猪知郎,東京医科大学助教授中島寿雄の

諸先生の御厚情に対して深 く敬意を表明したい。

発掘後四年,理解ある関係者の努力にようて,本遺跡は見事に爆存され,復原住居が建ち,気

持よい見学設備と環境とが作 り出され,立派な歴史教材公園として整備された。

本遺跡調査と保存とに寄せられた多くの人々の熱意に対して,本報告書のもつ賓しさを腰れつ

つも,なお限 りない誇 りと喜びとを感ずるものである。

1957年 3月 20日

岡山大学医学部オニ解剤学教室内

考古学研究室にて

執筆者代表 近  藤 Ｆ
ｐ
古
氏義
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近 藤 義 郎

遺 跡 の 立 地

発見の販末と調査開始時の状態

調査の1死要と竪穴住居ldの分布



A遺 跡 の 立 地

津山盆地は,北の中国山脈と南の吉備高原に狭まれて東西に長く伸び拡がり,美作国の主要な

地域を形成している。同じ岡山県にあつても,瀬戸内に面する地域に較べて,気温がやや低く,

降水量はやや多いЬその詳細については汁 4章における渋谷氏の記述を汝 1図に掲げた地形図と

淮 1図 津山地方地形図

共に分考にして頂 くこととして,こ こではもつばら遺跡rlNl近の地形立地について述べることとし

たい。

この津山住居 llL騨 と称せられる遺跡は,津山市大字沼及び大字紫保井,更に大字志戸部が接す

るところで, 3つ の大字にまたがつている。当初は西地区の大字名をとつて,沼遺跡と呼ばれて

いたが,整地作業の後 ,津山市の歴史教材公園として復原保存されてからは,津山弥生住居l■洋

遺跡と呼ばれるようになり,今 日に及んでいる。
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さて津山市の東北方には ,

中国山脈のふもとから派生し

て南に伸びる汀 3紀層丘陵が

,大小多くの谷をその間に抱

き, くね くねと幾重にもなつ

て拡がつている。比高はほぼ

平均して30m～ 40mで ,丘頂

はなだらかな平坦部を作 り,

多く雑木林又は近年の開墾に

よる畑地となつている。丘陵

と丘陵 rの間の谷は,ゆるや

かな傾斜をもち,小川が流れ

,ま た丘陵側面から湧水が ,

恰好な谷水田地帯となつてい

る。丘陵のほぼ全面にわたつ

て,表土ないわゆる黒ぼこ (

黒土)と なつている。この黒

ぼこは酸性が強い土壊で,そ

の直下の赤梱色の土と共に ,

火山灰の堆積層であると考え

られているが,赤褐色を呈さ

ないのは,森林腐蝕土壊の混

在によるものであると説明さ

れている。

こうした津山市東北の丘陵
オ 2図 津山弥生住居址群遺跡附近地形図   Ilg.2

群の西端に当る丘陵,… …高田村安田附近に源を持つ後川と,小中原に源流を発する模野川～官

川とにt/kま れ,中拡がりではあるが殆ど南北に長く伸びている見陵があるが,そ の主輸をなす丘

陵が,西方上河原の沖積地をlinみ ぅる位置にかかつた丘頂一帯の部分に,本遺跡は位置する。こ

の部分は,南に伸びて来た丘陵が,やや東西に張り出しを見せており,東西約100m,南北約5om

にわたつてなだらかな平坦部を作つている(剪′2図 )。 遺跡は発掘及び表面調査によつて知られた

限りでは,上の平坦部分においてのみ確認どれている。この地点も全面に黒ぼこ (黒土)が見ら

れるが,一般に丘頂は薄く,下方は厚い。さてこの部分は東西に小丘が張り出しているため,東

西ともその南北に小さな谷を作つている。これらの谷には,丘陵の地下水が湧出し,西北の谷を
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除いて,現在段々式の水田が経営されている。西から西南にかけて,津山市あ主要な憩倉地帯で

ある上河原一山北の沖積低地を一望し,その祝雰は広くそして美しい。南と北と束には,同じ丘

陵がうち続き,北東方向に一際高く奪えている那岐連峯を脊負つているj冬期にはみぞれが多く

,発掘中に私たちもまたそれに悩まされたが,特に北乃至
1と酉から吹きつける風は強 そヽして冷

たい。なお遺跡の丘頂は附近沖積地からの比高約39m(西 )～35m(東 )を測る。

十
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D 発見の顛末と調査当時の状態

発見の顔末

津山方面から高田村の方向へ通ずる旧道は,現在の道路に治つて,東地区の灌木林の中にかす

かな面影を残している。今から約 2～ 30年前,旧道の不便を避けるため,丘陵を中広 く断ち切

つて現在の新道をつけた。当時その工事に参加した一人によれば,一部から炭がかなり出上した

とっことである。しかし当時は遺跡について,積極的な注意は寄せられなかつたようである。そ

れから1952年 の冬に至るまで,道路の断面に黒々と堅穴住居の痕跡が存在したのにも拘らず,深

く注目されないままに過ぎ去つた。その年の春,津山商業高校の平野勇氏等によつてはじめて考

古学上の遺跡として注目どれ,津山郷土舘にその報せがもたらされた。

道路の西側の断面に認められた黒ばこの落ちこみはニケ所にあり,北側の一ケは大きく,南側

の一ケは著しく小さかつた。何れも落ちこみの下底は水平となつていたが,左右の両端に明らか

に漫い小騰の存在が認められた。大形の一ケの中央より住かに南によつて,太い柱穴を示す深い

黒ぼこの落ちこみ部分があつた。道路の断面であるため,冬期における霜 くづれならずとも,崩

塚は日に日に進んでいるように見えた。津山市及び津山郷土舘がその保存をかねての発掘調査を

決意し,私たちにそれを告げたのは ,その後間もない晩春のことであつた。当時;訪山原の考古

学的調査を企画し,実施しつつあつた私たちは,その年の晩秋を迎えて,よ うや く発掘の開始に

至つたのである。 (その後の経過はな 5章 F発掘の経過』を参照どれたい。)

調査当時の状態

南北に走る道路によつて ,遺跡は東西に分断されているので,便宣上,東地区・西地区と呼ん

で記述することにする。前項で指摘したように,西地区は丘陵の端部に当つており,調査当時そ

の上面のほぼ一帯は畑となつていた。その開墾は,太平洋戦争中に行われたものであるが ,それ

以前は松樹や灌本の生い茂る山林であつたという。開墾及び畑の耕作は,黒上の下の赤土にまで

は殆ど及んでいない。また開墾時及び耕作に際し,出土品に特に注意が向けられた事実は無かつ

たようである。

西地区に対して東地区は,湛木及び若干の松樹で構成される山林の相貌を呈しているが,なお

その中心部一帯が上塁に限まれて革地となつており,仔細に見れば,も と畑であつたものが放棄

された跡であることを示している。聞くところによれば,上塁は牛市場の関係で設けられたもの

であり,畑の放棄はつい近年のことであるという。

以上のような状態の下に,私たちは表面の調査を行つたわ1/1であるが,西地区では土器片がほ

んの僅か点々と文Hの 間に分布していた。土器片はすべて弥生土器で,破片の多くは細片であつた。

そのほか西地区では,属平片双石斧 1,石鏃 1が採集された。東地区は土塁内において,西地区



以上の道物の散布を示していたが,同様にすべてが弥生土器の小破片であり,そ注以前又は以後

の時期の遺物は,近代の寛器を除いて,全 く存在しなかつた。



C 調査の概要 と竪穴住居址の分布

調査の規模と順序とのあらまし

1952年の秋の発掘調査は西地区の一部に限つて進められた (お 3図 )。 先ず道路に断面を見せ

てぃたA号住居llL(大 きい方)の外周表上の調査,続いてA号住居lLの発掘に及んだが,同時に

,ォ 4図に示したほぼ東西のトレンテC(巾約1.3m,長 約1lm,探 さは黒ぼこと赤土の境まで,

ォ 3図 津山弥生住居址群遺跡 西地区地形図 (1954年 ) Fig. 3

従つて部分によつて20cm或ぃは50cmと ぃうことになる。以下の トレンチも深どについては同じ )

を掘 り,更にこのCト レンチに直角に トレンチD(中 約 lm,長約 5.2m)を掘 り,E住居l■を発

見した。また別にCト レンチの南例に,P(中 約 lm,長約 3m),H(巾 約 lm,長約 4.8mう

,I(中 約 lm,長約 5.2m),C′ (中約 lm,長約 7.7m)の各小 トレンチをひらき,Fト レン

チにおいて,G住居址を発見した。A.ECGの 各住居rlLについては,それぞれの外周の一部又

は大部分をも含めて,ほ ぼ併行的に発掘を進めた。道路に断面を見せていた小さい方の B住居址

については,周辺の黒ぼこの排除によつてその輪かくを確認したのに止まり,発掘は行わなかつ

た。なお,E住居l■はその北西の一部が耕作者のZFo合 によつて,発掘の延期を余儀なくされた。

その後 .1954年春,発掘どれたA住居址の復原及び歴史教材公園建設のために,西地区南半主

「'ギ

山輸生住居址群

西地匡,也形□



要部分の黒ぼこをほぼ仝面的に除去する作業が行われた。その際 ,念のために,北半の主要な部

分にも7条の長大な トレンテ (巾約 lm,深 さは黒ぼこと赤土の境まで)を 5m間隔で掘つた。
その結果 ,北半部では住居址又は遺構の何一つも発見どれなかつたが,南半分にはニケの竪穴住

居址KoL及 び―クの竪穴住居llLか と推定どれるものNが発見された。しかし,こ れらの住居llL
は,そ の位置と形状の大凡そを確認されたの教で,発掘されることなく残された。E住居IILの掘

り残しの部分についても,若千の調査を行つたがなお一部は将来の調査に残された。

以上のように,西地区丘陵の上方主要地域の殆ど凡てに亘つて,一応の調査は及んだことにな

る。しかし,同一遺跡の他の部分である東地区については,発掘は全く行わたなかつたので,遺

跡全体にわたる発掘調査とはいえず,従らて発見された諸住居llLも ,集落の全体ではなく,集落

の一部分を示すのにすぎない。また住居址のうち,私たちによつて発掘されたものは,半分ぼど

も残つていなかつたA住居l■及びE・ G住居llLの計三址に過ぎなかつた。従つて,住居址群乃至

集落の調査としては,不完全なものであることはぃうまでもない。しかし,丘陵全体の完全な調

査への途中の道でもあるので,こ こです先づ,汝一次の調査の記録をまとめ,近 く再開される筈

の矛二次発掘 (西地区のB・ K・ b住居tlL及び戻地区)にそなえることは,決 して無意義ではな

い。そうした判断の下に,こ の調査報告は執筆された。

竪穴住居址の分布

西地区において現在認められる竪穴住居lLのすべては,丘陵の中軸線乃至それより南側の緩い
斜面にかけて存在する。しかし,丘麓や丘陵端などの低いところや北斜面には,全 く認められて

判
Ｒ

を4図 住居址及びトレンチ Fig.  4



いなヤヽ。この分布の状況は,先に述べた調査に基いたものであるところから,なぼ原状に近いも     ■
めと考えられる。また合計 6(又は 7)軒という住居址の教も,た とえ今後 1・ 2の増加はある     .|
にしても,な ぼ実数に近いと考えkよ いであろう。この西地区竪穴住居址の水平分布範囲は,東      |

=      
西約45m, 南北約42mを測り,垂直分布は,A住居l■ E住居址の附近 (そこが西地区で最も高位

)を Omとすれば, -3mの範囲内に集中する。以下個々の竪火住居址の位置について述べる。      i

◆  ,   A住 居JLは ,丘頂のほぼ平坦となつている部分に,E住居址は,その南西に最短距離 5,m乏隔     |「

てて,やはりほぼ平坦をなす丘頂部に位置する。 B住居址はA住居辻の南々東約20mほ どを隔て     |,

て,同じ道路断面に現われているが,その住置は南傾斜がようや くはじまろうとするところであ      .

る。 E住居l」Lへの最短距離は,約 14mを測る。G住居llEは B住居llLの 南西約 6mを隔てた緩い南      l

斜面に位置する。K住居llLは E住居ldの南西約1lm, G住居辻の北西約13mに 当り,丘陵中軸の  ‐  ■

平坦部分に位置する。L住居JILは ,K住居JIの西方約15m,G住居址と同様の南に傾斜する地点      ・

に存在する。Nは ,K住居JILの北西約15m,丘陵中軸ではあるが,西方丘端への緩い傾斜地にか      :

かつてヤ、る。

‐iテ
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D A住 居 llLに つ い て

E E住 居 l■ に つ い て

F G住 居 l■ に つ い て

0 そ の 他 の 住 居 辻 に つ い て
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D A住居址について

道路によつてその半ぼ以上を切 りとられていたが,その円のカープは,西地区住居l■中とびぬ

けて最大の大きどを示している。周囲の現表土から約70｀80cmの 深さに,直角に近い傾斜をもつ

て,掘 りこまれている。周囲の現表土における黒上の厚さは,約15cm～ 20cm前後である。壁の

傾斜は,部分によつて殆ど変らない。平面は,過半部分が除却されているが ,P‐kぼ半円を呈して

いる。しかし,仔細に見てみると,北 tRlと 南lRlと の円のカープがやや異なり,北側は通常の円カ

ーブであるのに対し,南側は楕円のカーブを思わせるものがある。したがつて,も と楕円形であ

つたとする可能性が強 く,も しそうだとすれば,そ の長い軸において西がかなり北にふれる方向

となる。現在している部分の最大長は,竪穴壁上縁において約 3m40cm,周壁下辺で約 8m20c

m,北端柱穴中央から南端柱えを通つての長さは,同 じく上縁において約 7m9ocm,現 存部の奥

行最大長は約3m60cmであるが,上の北端柱穴一―南端柱穴の線を基準として奥行最大長を測れ

ば約 2m60cmと なり,そ の位置は,北からオニの柱穴の延長線上附近となる。このことは,先に

ふれた楕円形及びその伸びた方向に対する推定と一致する。

柱穴は現存部で 4穴発見された。相互の間隔はなぼ相等しく,北から順次 B柱友・ C柱穴 と

呼べば,Bと Cと の間は 2m37cm,Cと Dの 間は2m07cm,Dと Eと の間は2伍 09cmを 沢1る 。壁

からの距離もなぼ等しく,B柱穴から順次いうと,90Cm,94cm,85cn,88cmで ,周柱といつて

よい位置にある。各柱の太さ及び深さについては,B柱穴は上縁の平面は楕円形で,その径27cm

×21cm,幾分狭まりながら50cmの 深さになりこ暮れている。下底に近い部分の径は約 15cm～ 16

Cmであるが,それから考えると,立てられた柱の径は凡そ15cm前後のものと推定される。C柱

穴は上縁で,24cm× 20cmの 楕円,ほぼ垂直に近 く75cmの 深さに掘 りこまれている。最も深い柱

穴である。下底より10数 Cm高 い個所での径約 14～ 15cmで あることから,立てられた柱の径は凡

そ14cm以下のものと考えられる。D柱穴は上縁で21cm× 19cmの太さで,ほ ぼ垂直に近く約50cm

ほどなりこまれてぃるが,立てられた柱の径は,そ の下底附近から考えて,やはり14cm-15cm

以下であつたことが推定される。E柱穴は,上 縁の径 27c飽 、22cmで ,少々くねつて掘 りこまれ

てぃるが,深 さは55cmを測る。下底より10cm高 いところで径約 14Crnを 測るから,立てられた柱

は前三者と同様それ以下ということになる。なおこの柱穴は発掘時においてその下底に水がしみ

出してたまつていた。以どの周柱の柱穴に対して,中央柱ともいうべきA柱穴は,発掘前におい

て,道路からの断面において観察されていた。この柱史は,発掘に至るまでの間に既に崩壊し去

り,詳 しく調査することは出来なかつたが,幸いにも当時若干の図と記録を残していたので,そ

れに基いて以下記述する。 (オ 6図及び淮 5図版 )柱穴はほぼ中央で道路によつて断ち切られて

おり,太 く深く掘 り作られている点を特長とする。深ど約 90Cm,上縁の径約 29cmで ,下拡がり



PL.3

露呈されたA住居址 (1)

矛3図版

蕗呈されたA住居llL
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ォ 5図 A住居lr_及び外周平面図 Fig. 5

の袋穴状をなし,下方の最大径約40釦輯号という大きなものである。下方に至るにつれて広 くなつ

ていることは,機能上の理由によるものであるとしたら理解に苦しむが,それはさておき,上縁

部の径からして,こ こに立てられた柱は,径 28-29cm以下と考えら漁る。この柱穴の中の黒土中

に,僅かな弥生式土器片が発見されたが,器形を示すようなものほなかつた。南北の壁からの距

離は僅かに相異し,北壁周溝から約4m20cm,南壁周溝から約 3m70cmと 当時の記録は示してい

る。中心よりも25cmな ど南によりすぎている点が指摘される。これらを基にして,中 央A柱穴の

平面上における位置を復原したが,こ の中央A柱穴の中心から各周柱穴中′さまでの距離は,極め

て興味ある数字となつて現れた。B柱穴との距離は 3m44cm,C柱 寮とは2m97cm,D柱 穴とは

2m76cm,E柱 穴とは同じく2m76cmと なり,単に全体のプランにおいて南にずれているだけで

~~~―
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なく,周柱との関係でも明らかに南にやや

ずれていることが判明した。なお各周柱穴

間の距離から割 り出されたF柱穴の推定位

置は,B柱穴中心から中央A柱穴中心を結
ボ線の延長上には来ず,約 40c騨 ほど西ヘ

ずれることも注目すべきであろう。

■直下のぐるりに見出された周溝は,巾

約 10数Cmか ら20数Crnで ,部分によつて若

千の広狭が指摘される。深さも若千の深浅

があり,頭側の一部及び北側が深く作られ

,南狽1は浅い。一般に巾が広い個所が深さ

も深いという関係を示している。例えば北

狽I端付近で巾 2～ 3cm,深 さ12cm,南側

端付近で「,16cm,深 さ6cmと ぃぅ具合で

あるoな お最深は13～ 14cmで 最浅は 5～ 6cmである。

以上の事うな構造をもつ竪穴に対して竪穴外周にどのような設備の跡が見出されるか,と いう

ことが常に私たちの問題であらたので,A住居辻についても可能な限り外周の調査を行つた。そ
の結果矛 5図に示したように計 9ケ あまりの大小の穴及び若千の遺物を見出した。穴は円形,楕

円形,不整形などさまざまであり, 大きさにおいても大は径約60cm,小は径約12cmと いう具合

である。深さは,赤土表面から測つて-5cmか ら-27cmま で,竪穴内の柱穴の深さに及ぶもの

はない。穴の内部の形状も一般に下狭まりで,不整なものが多い。更に分布位置は全く不規則と

いつてよく,何等の秩序なり方式を見出すことはできなかつた。なおこれらの内のあるものに ,

木の根の痕であるまいかと判断に送うものがあつたが,その他の穴にしても,A住居乃至遺跡全
体と時期的に関係をもつものであるかどうかについても,手がかりを得る′ことはできなかつた。

従つてこれらの穴が,何 らかの遺構を形成していたとしても,それ自身そして更にA住居辻との

関係において,その具体的な内容は不明とせざるを得なかつた。外周調査に際して発見彗れた遺

物は,黒土中から見出された僅かな弥生式土器の細片と5～ 6ク の頭大乃至それ以下の小石であ

つた。土器片は住居外における破片の散布という以上の意味は考えられない。小石はすべて火を

うけている痕跡があり,住居址北壁から約 l m50cmほ どはなれた一地点に存在していた。しか

しその地点の上は焼けている状態を示さず,従つてやはり遊離した存在と見てよいように思われ

た。なお住居西倶I外周で,鉄かすと思われる塊を見出している。

この住居が使用されている間,火をたいたと考えられる跡が 2ク 所において見出溶れた。 1ケ

所は,B住穴から約40cmな ど西より,壁から約70cmはなれた個所で,約30cm四方の範囲が,赤

ォ 6図 A住居ulL中央柱穴断面図  Fig.6
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才 7図 A住居llL炭化構造材出土状況
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PL. 4

A住屋址北半部の炭化構造村 (北から見る)

ォ4区 1版

A住居Jlに炭化構造材の出上状況 (南から兄ろ)



PIッ .5 オ5図版

道路断面に露出された本住居址中央柱穴 (矢印 )

A住居Jl中 央相iの 任1蹴状沙と (南 Jliか ら /Liる )



ォ′61メ1片反

A住居址炭化構造材出土状態の部分 (1)(南 東から見る )

A住居」と炭化構造材出 littiヒの部分 (2)(東 から見る )



A住居 ll炭化構造材出土状態の部分 (3)(西 から見る )

)(かやを取 り除いたれころ )



PL.8 ォ8図版

上 かや出上状態 (


